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連
合
（
古
賀
伸
明
会
長
）
は
五
月
一
七
日

の
中
央
執
行
委
員
会
で
、
昨
年
一
〇
月
の
定

期
大
会
後
に
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
提
起
し
た
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
組

織
拡
大
計
画
「
一
〇
〇
〇
万
連
合
実
現
プ
ラ

ン
」
を
確
認
し
た
。
同
月
三
一
日
の
中
央
委

員
会
で
は
、
同
プ
ラ
ン
を
受
け
て
当
面
の
取

り
組
み
を
決
め
た
。

　
Ｐ
Ｔ
が
「
一
〇
〇
〇
万
連
合
実
現 

プ
ラ
ン
」
を
策
定

　

連
合
は
昨
年
の
定
期
大
会
で
、
組
織
化
戦

略
の
方
針
転
換
を
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
二

カ
年
ご
と
に
組
織
拡
大
の
短
期
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
を
や
め
、
中
長
期
目
標
と
し
て
、

連
合
が
結
成
時
か
ら
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

き
た
「
一
〇
〇
〇
万
連
合
」
の
具
現
化
に
向

け
た
組
織
化
手
法
を
打
ち
出
す
こ
と
に
し
た
。

具
体
的
に
は
、大
会
後
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
Ｐ
Ｔ
）
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
重
ね
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
推
進
体
制
、
取
り
組
み
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
一
〇
〇
〇

万
連
合
実
現
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　
経
験
豊
富
な
組
織
拡
大
担
当
者
不
足

も
要
因

　

連
合
の
組
合
員
数
は
結
成
時
の
七
八
九
万

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
現
在
は
約
六

七
五
万
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
非
正

規
労
働
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
二
〇
〇
七

年
以
降
を
み
て
も
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど

の
非
正
規
労
働
者
一
三
三
万
人
の
組
織
化
を

実
現
し
た
一
方
で
、
既
存
の
組
合
員
が
一
七

一
万
人
減
っ
た
た
め
、
総
数
で
は
三
八
万
人

の
減
少
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
プ
ラ
ン
は
、
組
合
組
織
の
縮
減
に
繋

が
っ
た
背
景
に
、
①
多
く
の
労
働
現
場
で
企

業
の
分
社
化
や
再
編
、
海
外
移
転
な
ど
が
多

発
し
た
こ
と
に
よ
る
正
社
員
組
合
員
の
激
減

②
景
気
回
復
の
な
か
で
の
労
働
の
担
い
手
と

し
て
の
非
正
規
社
員
の
登
用
の
進
行
③
定
年

退
職
再
雇
用
者
に
対
す
る
組
合
継
続
加
盟
へ

の
取
り
組
み
不
足
④
若
年
者
の
離
職
率
の
高

ま
り
⑤
組
合
へ
の
無
関
心
層
の
増
加
⑥
個
別

紛
争
時
の
金
銭
解
決
手
段
の
簡
素
化
に
よ
る

組
合
加
入
意
識
の
低
下
⑦
多
様
な
雇
用
形
態

に
対
す
る
組
織
化
へ
の
対
応
不
足
⑧
一
〇
〇

人
未
満
の
中
小
地
場
の
組
織
化
へ
の
体
制
不

備
や
役
員
の
力
量
不
足
―
―
な
ど
が
あ
る
と

指
摘
。
こ
う
し
た
な
か
で
、「
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
や
企
業
分
割
に
よ
る
組
合
員
の
脱
退

な
ど
の
進
行
に
よ
り
、
現
状
維
持
さ
え
難
し

く
、
局
面
を
打
開
す
べ
き
経
験
豊
富
な
組
織

拡
大
担
当
者
不
足
も
大
き
な
要
因
に
な
っ
て

い
る
」
と
す
る
。

　
労
働
界
に
与
え
ら
れ
た
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス

　

同
プ
ラ
ン
が
設
定
す
る
一
〇
〇
〇
万
人
の

目
標
達
成
年
度
は
二
〇
二
〇
年
。「
日
本
の

労
働
界
に
与
え
ら
れ
た
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」

と
の
認
識
で
今
後
八
年
間
で
の
実
現
を
め
ざ

し
、
本
部
・
構
成
組
織
（
産
別
）、
地
方
連

合
会
が
相
互
連
携
を
強
め
、
一
体
的
な
取
り

組
み
を
行
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
時
期
と

推
進
す
る
組
織
化
の
目
安
は
、
①
二
〇
一
二

～
一
四
年
ま
で
を
基
盤
強
化
期
間
と
し
て
七

〇
〇
万
人
②
一
四
～
一
六
年
を
構
造
改
革
基

幹
と
し
て
八
〇
〇
万
人
③
一
六
～
一
八
年
を

集
中
実
行
期
間
と
し
て
九
〇
〇
万
④
一
八
～

二
〇
年
を
新
方
針
検
討
期
間
と
し
て
一
〇
〇

〇
万
人
―
―
に
設
定
。
こ
の
間
に
、
即
時
に

対
応
で
き
る
事
項
か
ら
、
一
〇
〇
〇
万
連
合

実
現
の
た
め
に
優
先
し
て
実
現
す
べ
き
事
項
、

熟
考
し
て
対
応
す
べ
き
事
項
に
取
り
組
み
内

容
を
移
行
さ
せ
て
い
く
考
え
方
だ
。

　
産
別
主
体
の
組
織
拡
大
方
針
を
見
直
す

　

最
大
の
特
徴
は
、「
組
織
拡
大
の
主
体
は
構

成
組
織
（
産
別
）、連
合
は
そ
の
環
境
整
備
」

と
し
て
き
た
従
来
の
役
割
を
見
直
し
、「
本

部
・
構
成
組
織
・
地
方
連
合
の
三
社
が
一
体

的
・
集
中
的
に
組
織
化
行
動
に
取
り
組
む
」

方
針
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
た
こ
と
。
具

体
的
に
は
、
連
合
本
部
と
構
成
組
織
、
地
方

連
合
会
の
そ
れ
ぞ
れ
に
「
横
断
的
組
織
化
行

動
推
進
部
署
」
を
新
設
。
組
織
化
対
象
の
情

報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
共
有
し
、
そ
れ

を
も
と
に
三
位
一
体
か
つ
臨
機
応
変
に
行
動

す
る
。
組
織
化
に
必
要
な
人
員
配
置
や
予
算

措
置
も
施
す
こ
と
で
、
活
動
の
「
選
択
と
集

中
」
を
進
め
る
考
え
。
本
部
内
に
「
実
働
部

隊
」
を
置
く
こ
と
も
検
討
対
象
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
見
直
し
に
伴
い
、
組
織
拡
大
目

標
の
立
て
方
も
変
更
す
る
。
従
来
の
産
別
ご

と
に
拡
大
人
員
の
目
標
数
を
積
み
上
げ
る
方

式
を
改
め
、
連
合
本
部
、
産
別
、
地
方
連
合

会
の
組
織
拡
大
責
任
者
で
つ
く
る
会
議
体
を

通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
共
通
意
識
を
持
ち
な

が
ら
設
定
す
る
。
こ
う
し
た
形
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
目
標
数
へ
の
責
任
感
を
醸
成
し

た
い
考
え
だ
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
毎
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

策
定

　

組
織
化
の
具
体
策
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
に

つ
い
て
、
同
プ
ラ
ン
は
、「
構
成
組
織
の
多
く

は
、
厳
し
い
社
会
経
済
の
な
か
、
組
織
拡
大

ど
こ
ろ
か
組
織
の
縮
減
に
い
か
に
歯
止
め
を

か
け
る
か
が
最
大
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

厳
し
い
状
況
に
お
い
て
も
、
組
織
拡
大
は
労

働
組
合
の
原
点
で
あ
り
、
生
き
残
り
手
段
で

あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
」
な
ど
と
し
た
う
え

で
、
既
存
組
織
の
足
下
を
固
め
る
こ
と
や
、

グ
ル
ー
プ
企
業
・
類
似
産
業
内
の
未
組
織
・

未
加
盟
組
合
な
ど
に
対
し
、
産
別
や
単
組
が

自
覚
と
責
任
の
下
、
組
織
化
に
動
く
こ
と
自

体
に
変
更
は
な
い
と
強
調
す
る
。

　

た
だ
し
、「
グ
ル
ー
プ
企
業
や
既
存
産
別
に

属
さ
な
い
新
た
な
産
業
分
野
や
連
合
未
加
盟
、

産
別
未
加
盟
の
日
本
を
代
表
す
る
企
業
や
組

合
に
つ
い
て
は
連
合
本
部
が
リ
ー
ド
し
、
一

定
の
目
処
が
立
っ
た
段
階
で
類
似
産
業
に
近

ト
ピ
ッ
ク
ス

組
織
拡
大

1

連
合
が
一
〇
〇
〇
万
連
合
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
計
画
を
策
定
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い
構
成
組
織
と
連
携
し
、
対
応
し
て
い
く
」

と
指
摘
し
て
、
連
合
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
や

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
た
方
が
効
果

的
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
本
部
が
主
導
し
て

組
織
化
の
道
を
切
り
開
く
姿
を
展
望
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
、
①
大
手
未
組
織
企
業
②
新
産
業

分
野
③
連
合
未
加
盟
産
別
④
産
別
未
加
盟
大

手
組
合
⑤
中
小
未
組
織
企
業
⑥
労
働
相
談
に

よ
る
組
織
化
―
―
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
毎
に
連
合

と
構
成
組
織
の
連
携
手
順
を
明
記
し
て
い
る
。

　
連
合
と
構
成
組
織
の
役
割
を
明
記

　

ま
ず
、
①
の
大
手
未
組
織
企
業
の
組
織
化

の
場
合
、
グ
ル
ー
プ
企
業
内
の
未
組
織
・
未

加
盟
対
応
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
産
別
・
単
組

が
主
体
と
な
っ
て
組
織
化
に
対
応
す
る
。
産

別
は
主
体
的
に
設
定
す
る
重
点
産
業
や
重
点

企
業
対
策
と
し
て
の
組
織
化
責
任
を
明
確
に

し
て
、
組
織
化
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
計

画
を
策
定
。
構
成
単
組
に
対
し
て
は
、
社
内

の
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
の
組
織
率
一
〇

〇
％
の
達
成
に
向
け
た
目
標
お
よ
び
具
体
的

な
行
動
計
画
の
策
定
の
指
導
を
強
化
す
る
。

合
わ
せ
て
、
グ
ル
ー
プ
内
の
派
遣
・
請
負
労

働
者
な
ど
の
間
接
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
二

〇
二
〇
年
ま
で
に
組
織
化
が
図
れ
る
よ
う
に

取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

　

一
方
、
②
の
マ
ス
コ
ミ
や
金
融
な
ど
の
新

産
業
分
野
と
、
③
の
連
合
未
加
盟
産
別
の
組

織
化
で
は
、
連
合
本
部
が
情
報
収
集
活
動
や

関
係
構
築
な
ど
の
初
期
対
応
を
強
化
。
④
の

連
合
未
加
盟
大
手
組
合
に
対
し
て
も
、
関
係

の
深
い
構
成
組
織
と
連
携
し
つ
つ
、
建
設
や

医
療
福
祉
な
ど
の
連
合
本
部
が
対
応
中
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
中
心
に
対
応
強
化
を
図
る
。

そ
の
う
え
で
、
構
成
組
織
・
地
方
連
合
会
は
、

業
界
団
体
と
の
関
係
強
化
や
、
業
界
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
企
業
、
全
国
・
地
域
に
展
開
す
る

大
手
企
業
の
情
報
を
収
集
・
分
析
し
、
情
報

や
課
題
の
共
有
化
に
努
め
る
。

　
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
設
置
や 

ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
仕
組
み
も

　

⑤
の
中
小
未
組
織
企
業
と
、
⑥
の
労
働
相

談
に
よ
る
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
地
方
連
合

会
で
結
成
し
た
組
合
は
二
年
以
内
に
関
連
す

る
構
成
組
織
に
移
行
す
る
よ
う
新
た
な
ル
ー

ル
化
に
取
り
組
む
。
そ
の
う
え
で
、
ど
の
構

成
組
織
に
も
加
盟
で
き
な
い
中
小
地
場
の
労

組
が
産
業
の
枠
を
超
え
て
結
集
で
き
る
受
け

皿
組
織
と
し
て「
連
合
地
域
労
組（
仮
称
ロ
ー

カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
）」
を
設
置
し
た
り
、
企
業

や
産
業
で
括
り
き
れ
な
い
労
働
者
を
業
種
や

企
業
、
地
域
な
ど
で
括
る
「
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ

オ
ン
」
的
な
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。
各
地
に
連
合
本
部
直
轄
の
「
組
織

拡
大
専
任
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
」
を
配
置
し
て
、

都
道
府
県
を
ま
た
が
る
組
織
化
に
も
連
動
し

て
対
応
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
着
手
。

具
体
的
に
は
、
現
行
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

の
機
能
を
強
化
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
検
討
の
俎

上
に
乗
せ
る
。

　
連
合
共
済
新
設
や
「
友
の
会
構
想
」

も
検
討

　

こ
の
ほ
か
、
連
合
運
動
の
拡
充
に
向
け
た

中
長
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
①
産
別
機

能
強
化
に
向
け
た
再
編
・
統
合
へ
の
課
題
の

共
有
化
②
産
別
共
済
の
統
合
や
「
連
合
共
済

（
仮
称
）」
の
新
設
③
組
織
拡
大
支
援
に
向

け
た
新
た
な
財
政
措
置
④
連
合
本
部
会
費
と

地
方
連
合
会
会
費
の
一
括
納
入
⑤
組
合
員
の

所
在
地
登
録
の
推
進
―
―
な
ど
の
検
討
の
議

論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

し
た
。

　
「
友
の
会
構
想
」
の
具
体
化
も
提
起
。「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
は
、
社
会
的
労
働
運
動
に
あ
る
」
と
の
立

場
に
立
ち
、
家
事
労
働
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
す
る
人
や
、

退
職
者
、
年
金
生
活
者
な
ど
も
「
広
義
の
観

点
か
ら
連
合
に
結
集
す
る
仲
間
」
と
し
て
門

戸
を
広
げ
る
こ
と
を
検
討
対
象
と
し
、
今
後
、

「
連
合
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
や
規

約
に
つ
い
て
、
幅
広
い
論
議
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
い
る
。

　
集
団
的
労
使
関
係
は
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

　

五
月
三
一
日
の
中
央
委
員
会
で
古
賀
会
長

は
、「
組
織
の
力
は
数
に
下
支
え
さ
れ
た
運
動

量
の
総
体
。
多
種
多
様
な
仲
間
の
結
集
が
社

会
の
公
器
た
る
労
働
組
合
の
社
会
的
役
割
の

拡
大
に
つ
な
が
る
。
集
団
的
労
使
関
係
が
社

会
的
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
そ
の
拡

大
は
組
織
さ
れ
た
私
た
ち
労
働
組
合
の
責
任

だ
」
な
ど
と
述
べ
た
う
え
で
、「
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
提
起
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

地
方
連
合
会
も
含
め
た
連
合
と
構
成
組
織
の

役
割
の
見
直
し
に
あ
る
。
組
織
化
は
産
別
の

役
割
、
連
合
は
そ
の
環
境
整
備
と
し
て
き
た

こ
と
を
見
直
し
、
本
部
・
構
成
組
織
・
地
方

連
合
会
の
三
者
が
相
互
連
携
を
強
め
、
共
同

責
任
を
持
ち
一
体
的
に
取
り
組
む
」
と
指
摘
。

「
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
に
は
、
相
互
信
頼
が

何
よ
り
不
可
欠
。
そ
し
て
、
三
者
が
組
織
拡

大
に
向
け
た
機
能
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
組
織
拡
大
は
知
恵
と
情
熱
と
行

動
の
結
果
で
あ
り
、
組
織
や
運
動
の
魅
力
が

問
わ
れ
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ

と
は
即
ち
、
労
働
運
動
や
組
合
活
動
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
課

題
山
積
だ
が
、
二
〇
二
〇
年
に
必
ず
一
〇
〇

〇
万
連
合
を
実
現
す
る
と
の
強
い
決
意
と
計

画
の
具
現
化
に
向
け
て
全
力
を
あ
げ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
中
央
委
員
会
で
は
初
期
対
応
の
内
容

を
確
認

　

中
央
委
員
会
で
は
、
同
プ
ラ
ン
の
報
告
を

受
け
、
そ
の
第
Ⅰ
期
の
取
り
組
み
と
し
て
、

①
当
面
の
対
応
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
一
〇

月
ま
で
の
具
体
策
を
検
討
す
る
「
一
〇
〇
〇

万
連
合
実
現
プ
ラ
ン
推
進
Ｐ
Ｔ
」
の
設
置
②

連
合
本
部
役
員
に
よ
る
組
織
拡
大
総
対
話
行

動
の
実
施
③
一
〇
〇
〇
万
連
合
実
現
中
央
集

会
の
開
催
④
中
央
・
地
方
で
の
横
断
的
組
織

化
推
進
部
署
の
設
置
―
―
な
ど
の
初
期
対
応

の
内
容
を
確
認
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）

中央委員会では「1000万連合実現プラン」の初期対応の内容を決めた




